
図表9-3 : パートタイマー雇用契約書の法定記載事項
 必ず明示しなければならない事項
契約社員雇用契約書の法定記載事項15項目に加えて以下を記載する

① 昇給の有無
② 退職手当の有無
③ 賞与の有無
④ 相談窓⼝

 シフト制の場合の始業・終業の時刻
シフト制により、あらかじめ始業・終業時刻が決められない場合、以下を盛り込んだ文言を記載する

① 始業・終業時刻の決定のタイミングと周知方法
記載例︓ 始業・終業時刻、および休憩時間については甲（会社）が毎月20日までに翌月の勤務ス
ケジュールを定め、イントラネットの専用掲⽰板への掲載、電子メールの送信により周知する

② 勤務時間に関する基本の枠組み
記載例︓ 乙（エージェント）の勤務日は1週あたり4日とし、1週間の労働時間は32時間を上限とする。
ただし、甲は業務の都合により、乙に所定時間外労働を命じることができる

③ 始業・終業時刻のおもなパターン
記載例︓ 甲は乙の勤務日および始業・終業時刻を以下のシフト・パターンから選定して、翌月の勤務
スケジュールを定める。なお、甲は業務の都合により、他のシフト・パターンを定めることができる
� シフトA 始業︓09時00分、終業︓18時00分、休憩時間︓12時00分〜13時00分
� シフトB 始業︓12時00分、終業︓20時00分、休憩時間︓16時00分〜17時00分
� シフトC 始業︓15時00分、終業︓21時00分、休憩時間︓18時00分〜19時00分
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